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□
大
本
山
永
平
寺
焼
香
師
参
拝
の
旅 

 

昨
年
九
月
二
四
日
〜
二
六
日
の
永
平
寺
参
拝
の
旅
（
参
加
四
六
名
）
は

お
か
げ
さ
ま
で
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。 

 

寂光塔（永代供養塔） 

跡継ぎのいない家、独身の方の合葬墓 

       動物供養塔 

ペットを埋葬するためのお墓 

梅
花
だ
よ
り 
 

梅
花
流
詠
讃
歌
は
、
お
釈
迦
さ
ま
、
道
元
さ

ま
、
瑩
山
さ
ま
の
み
教
え
を
日
々
の
暮
し
に
生

か
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
信
仰
生
活
を
確
立
す

る
た
め
に
お
唱
え
を
い
た
し
ま
す
。 

  
 

五
月
十
四
〜
十
五
日 

全
国
奉
詠
大
会 
 
 

梅
花
流
創
立
五
十
五
周
年
記
念
奉
詠
大
会

と
し
て
埼
玉
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
。
当
梅
花
講
よ
り
十
七
名
参
加
す
る
。 

●
訃
報 

佐
野 

捨
次
氏
ご
逝
去 

平
成
十
八
年
五
月
二
三
日 

享
年
九
一
歳 

 

奥
村
九
二
夫
氏
ご
逝
去 

平
成
十
八
年
六
月
二
三
日 

享
年
八
一
歳 

榎
本 
 

博
氏
ご
逝
去 

平
成
十
八
年
八
月
二
二
日 

享
年
八
一
歳 

佐
野
氏
、
奥
村
氏
は
長
年
当
寺
世
話
役
員
と
し
て
、
榎
本
氏
は
総
代
と

し
て
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
し
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

板橋興宗老師と 於御誕生寺 

二
十
四
日
昼
食
後
、
武
生

市
に
あ
る
瑩
山
禅
師
「
御
誕
生

寺
」
に
参
拝
し
、
住
職
の
板
橋

興
宗
老
師
か
ら
ご
法
話
を
い

た
だ
き
、記
念
撮
影
。
そ
の
後
、

永
平
寺
へ
上
り
指
示
に
従
っ
て

入
浴
、
夕
食
、
坐
禅
。
翌
日
早

朝
、朝
の
勤
行
と
参
加
者
一
同

の
先
祖
代
々
供
養
諷
経
、そ
し

て
住
職
の
道
元
禅
師
ご
命
日

法
要
の
焼
香
導
師
が
務
ま
る
。

世
界
遺
産
白
川
郷
、
飛
騨
高

山
を
見
学
し
下
呂
温
泉
で
祝

賀
会
、
翌
日
栗
き
ん
と
ん
を

お
土
産
に
し
て
帰
路
に
つ
く
。 

 

大
般
若
法
要 

 
六
月
二
十
日 

午
前
十
時
半
よ
り 

 
 

大
般
若
祈
祷 

檀
信
徒
供
養 

 
 

法
話 
お
と
き 

子
ど
も
禅
の
つ
ど
い 

 

お
寺
に
泊
ま
っ
て
心
の
修
行
を
し
よ
う
！ 

 

期
日 

七
月
三
十
日
〜
三
十
一
日 

会
場 

徳
岩
寺
（羽
黒
） 

対
象 

小
学
生
五
十
名 

内
容 

坐
禅 

読
経 

写
経 

工
作 

 
 
 
 

食
事
作
法 

清
掃 

法
話 

 

主
催 

第
十
七
教
区
寺
院 


